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第 18 分科会「里山と生物多様性」 
              テーマ：生物多様性･生物暦・情報交換 

日   時：2008年 4月 19日（土）13:00～15:30 

場   所：千葉市生涯学習センター 小研修室 4 

参 加 者 ：45名 

分科会代表  

スタッフ : 鈴木優子 副代表 松永美知子 伊藤博子 

 星野静枝 松本忠司 太田藝子 
 

趣 旨 

3 月に策定された「生物多様性ちば県戦略」の概要と、里山の生物多様性を脅かす温暖化、生物暦

への影響、外来種などについて情報交換の場とする。 

 

内 容 
情報提供 

「生物多様性ちば戦略」 大木 実 氏（千葉県環境生活部自然保護課生物多様性ちば県戦略推進室長） 

「千葉の外来種アライグマなど」篠原栄理子氏(千葉県環境生活部自然保護課生物多様性ちば県戦略推進室) 

「農の現場から」       山下 司郎氏 (株式会社 千葉風土の会) 

「温暖化とトンボから」     互井  賢二氏 (行徳トンボ研究室) 

「千葉県における植物の地理的分布と環境要因」 牛腸 剛己氏 (東京情報大学院生) 

後半、パネラーを含めて、会場との情報交換をした。 

   

現状と課題 

１）生物多様性ちば県戦略策定  

 戦略策定の必要性と手法 ・千葉県の生物多様性は危機的状況である。 

各地で県民によるタウンミーティング 20 回、テーマ別グループ会議 32 回、県民会議が設立された。

白紙からの千葉方式で県民会議案が提出され、専門家案と融合してパブリックコメントを経て 3 月、

県戦略が策定された。 

  県戦略の概要・・3つの視点―地球温暖化と生物多様性の保全・再生を一体に捉える視点。多様な人々

の生活となりわいの視点。全ての施策立案と実施に生物多様性の視点をほか、「生物多様性ちば県戦

略」を配布して説明。(添付) 

 4 月戦略推進のために、推進室と生物多様性センターを設置。モニタリング調査、県民より情報を得

る。 国の法律制定の動きがあり、今後、県市町村も計画を作らなければならない。 

 

２）千葉の外来種 アライグマなどについて 

アライグマは生態系への影響が多大なので特定外来生物に指定されている。日本では天敵がいない

ので放置されると増えている。北海道や神奈川で被害が出ている。千葉県に1000頭以上生息してい

る。大量の在来種カメの被害も???  生物多様性を保全するためにも野外での完全排除をめざす。タ

ヌキとの違い、木造家屋の柱の引っかき傷の見分けかた。 

  目撃情報を寄せて欲しい－いつ、どこで、どういう状況か、写真など。 

 

３) 農の現場から 

   芝山で農業をしている。霜の降りる日数が少なくなっていて、霜に弱い春菊をクリスマスまで出

荷できる。機械化してエネルギーをいっぱい使う農業になった。トラックターで田んぼが固まり、

基盤整備で水路が低くなり生物が行き来できなくなった。生物多様性に配慮したライフスタイルと
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しての有機農業、里山を守る農業を 消費者に身近に知らせていきたい。 

 

４)温暖化とトンボ  

   台湾や琉球に分布していたタイワンヤンマが、現在では神奈川県(2002 年)まで分布が拡大してい

る。いつ、千葉に来てもおかしくない。ヨツボシトンボは逆に南下している。アキアカネは激減し

ている。カワトンボが見られなくなった川がある。トンボは水生生物でもある。あきつしま、とん

ぼの海は死語となった。種の分布適応能力調査をデーター化していき、記録して定年観測していく

必要がある。 

 

５) 千葉県における植物の地理的分布と環境要因 

卒業研究論文から千葉県を1kmのメッシュにして調査をした報告。温量示数と植物の分布型を示した。 

○北部分布型 タチフウロ、マタタビ クマシデなど 

○南部分布型 アワブキ、ヤマルリソウ、マメザクラなど 

○広域分布型 クマガイソウ、キンラン、ササバギンランなど 

○南北分断型 タウルニチソウ、オウレンシダ、イヌエンジュなど。 

今後、ＤＭＡを使って植物分布の詳細な標高データー、データーの基盤づくり、保護地域や分布範

囲を研究したい。 

 

６)参加者の情報交換から 

○今年はコブシ、サクラ、モモが一緒に咲いた。人間の方も季節の旬以外の野菜を食べるようになっ

ている。1月にトマトやタマネギ、キュウリ、スイカなど体を冷やす野菜を食べたくなるのは、温暖

化または家の暖房で暑いからではないか。 

また、夏場に冷房で寒いので、体を温める野菜を好むようだ。エネルギー、経費がかかり、赤字で作

ることもあるようだとの指摘があった。 

○茂原で花卉栽培をしている。ハウスでは暖房をしないで冬を越せる花を選んでいるが、虫が路地で

越冬しているのが増えている。 

○河川や水路の改修、水路がU字構になってシャケが卵を産めない、水辺の土地利用の変化でジュズ

ダマの生息地が失われるなどの現状がある。県の土木事業は、生物多様性をどう、保全していくか ― 

県土木部河川整備は 18 年度より、自然環境データーを GIS システムを入れて生物情報、地図情報を

とっている。 

○温暖化のためか、初めてショウガや花ジンジャーに種がついた、冬もイエカがいる。 

○ヒメコマツ、ゴヨウマツが北上している。 

○房総の固有種のニホンザルと外来種のアカゲザルとの交雑が広がっている。県は緊急に対策をとる。 

 

まとめ 

 地球規模で、また千葉の里山でも、生物多様性が失われていく現状は、生物の多様性に支えられた

私たちの心身、社会、暮らし、なりわいにも陰りを見せてきた。これから、どんな環境で生きていく

か、どんなライフスタイルをめざすか、いろいろなレベルの話し合いの場をひろげて行かなければな

らない。 県民が白紙から参画した「生物多様性ちば県戦略」策定が、人間が将来も生きていける基

盤を理解し、自然に寄り添って生きる持続可能な社会づくりへの基点になれるよう、今後の戦略推進、

啓発、生物多様性センターへの期待が寄せられた。市民情報と研究を生物多様性センターに生かして

いこう。 

情報交換では、アライグマ情報に驚いたり、温暖化と生物への影響や、生物多様性を生かした有機農

業や、ライフスタイルまで話が及んだ。本当におかしくなってしまったことがいっぱい。みんな、感

じているんだと共感できた。なんとか、しなくっちゃという、続きが大事。今回、東京情報大学のご

協力があり、院生の関連研究も報告された。若い世代と生物多様性の概念を共有したい。   (鈴木) 
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(生物多様性ちば県戦略概要1) 
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(生物多様性ちば県戦略2) 


